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　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

3,480 2,570 2,118
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総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

勤務医の負担軽減のため病院が導入する取組みに対して引き続き支援するとともに、継続的な取組みへの支援に
ついて検討する必要がある。また病院の効果的な取組みを紹介する情報提供や、住民の受診に関する意識を変え
る啓発活動などは引き続き必要である。

特記事項

■　横ばい

■　当面余地なし

□　減少

⑤
事
業
の
課
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県の関与を見直す
余地

□　余地あり

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価

□　余地なし

病院勤務医不足の原因として、勤務医の厳しい勤務環境が指摘
されており、女性だけでなく医師が働きやすい環境づくりに対す
るニーズは高まっている。また医師の負担軽減のため、住民の意
識を変える取組みは引き続き必要である。

b
期待どおり

1

・病院が実施する勤務医が働きやすい環境整備等
の導入に関する取組みを支援する。
・シンポジウムの開催により、住民に地域医療を取り
巻く様々問題の背景や実態を知ってもらい、地域
全体で地域医療を支える機運を醸成する。

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明事業改善（有効性・

効率性）の余地
□　余地あり□　余地なし ■　当面余地なし

□　増加

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
補助事業実施支援

評価区分

区　分 判　定　・　説　明

勤務医の負担軽減のため、短時間勤務や日当直の免除に取り組む３病院
に対して補助金を交付した。また「地域医療をともに考えるシンポジウム」を
伊那市で開催し、約400名が参加した。
これらにより、一定の効果を得ることができた。

補助事業実施病院（活） 病院 2 3

24年度（見込）

（効率指標　算出式）
概算事業費/補助事業実施病院数

シンポジウムの開催（活）

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位 22年度

7,716 8,472

千円 4,159 4,129 4,129

0.50 0.50

23年度事業費の主な内訳

千円 3,582 4,343 補助金：3,000千円（補助先　昭和伊南総合病院ほか）
報償費（講師謝金）：149千円
旅費（講師、パネリスト）：102千円
役務費(広告料ほか）：151千円
使用料（会場使用料ほか）：153千円

千円 2,801 3,587 ―

千円

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人 0.50

千円 6,960

23年度 24年度（当初）

2,389 172

2,845

296
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目　的
(必要性)

病院勤務医が働きやすい環境の整備を促進することにより、県内の病院で勤務する医師の確保を図る。

対　象 病院等

目指すべき姿
病院が行う勤務医が働きやすい環境整備推進の取組みに対する支援やシンポジウムの開催により、勤務医が働きやすい環
境整備を推進することにより、県内の病院で勤務する医師の確保を図る。

事業内容
１　病院が行う勤務医が働きやすい環境整備推進の取組みに対する補助（補助率：1/2）
２　地域医療を取り巻く様々な問題について、医療関係者、県民、行政がそれぞれの立場を超えて問題の背景や実態を知
り、ともに考えるシンポジウムを開催。

病院勤務医が働きやすい環境整備推進事業補助金交付要綱

実施方法
国庫･
県単

１　補助(病院が実施する取組みへの補助）　　２　県が直接実施（シンポジウムの開催）

実施期間 Ｈ２０ 根拠法令等

国庫補助事業

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 3-02 部・課
健康福祉部医療推進課
医師確保対策室

事　業　名 医師勤務環境改善事業
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